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メラミン（CAS no. 108-78-1） 

 
文献信頼性評価結果 
 

示唆された作用 
エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

－ － － ○ － － － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
メラミンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、抗アンドロゲン

様作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用を示すことが示唆された。 
 
(１)生殖影響 

 Sun ら(2016a)によって、メラミン２、10、50mg/kg/day を 28 日間(５週齢からと思われる)経口

投与した雄 ICR マウスへの影響が検討されている。その結果として、2mg/kg/day 以上のばく

露群で精巣上体尾中精子数、精巣中 17β-HSD 蛋白質相対発現量の低値、精巣上体尾中精子奇

形率の高値、10mg/kg/day 以上のばく露群で血清中テストステロン濃度、精巣中 StAR mRNA
相対発現量、精巣中ライディッヒ細胞数の低値、50mg/kg/day のばく露群で精巣中 P450scc 
mRNA 及び P450scc 蛋白質相対発現量、精巣中 17β-HSD mRNA 相対発現量、精巣中 StAR 蛋白

質相対発現量の低値、精巣の顕著な組織病理学的所見(精細管構造の変性、精原細胞数の減少、

核濃縮、精子数の減少)が認められた。なお、体重、摂餌量、摂水量、精巣絶対重量、精巣中

P450 17α mRNA 及び P450 17α 蛋白質相対発現量には影響は認められなかった。 
想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 Chang ら(2014)によって、メラミン 30、140、700mg/kg/day を８週齢から３日間経口投与した

雄 Kunming マウスへの影響(最終投与 1日後)が検討されている。その結果として、30mg/kg/day
以上のばく露群でセルトリ細胞中のビメンチンフィラメント相対発現量の低値、30、
700mg/kg/day のばく露群で形態異常精子率の高値、30mg/kg/day のばく露群で精巣中生殖細胞

のアポトーシス重篤度スコアの高値、140mg/kg/day 以上のばく露群で血清中尿素窒素濃度の高

値、700mg/kg/day のばく露群で精巣上体の組織病理学的異常所見重篤度スコアの高値が認めら

れた。なお、増加体重、血清中クレアチニン濃度、血清中テストステロン濃度、精巣絶対及び

相対重量、精巣上体絶対及び相対重量、腎臓絶対及び相対重量、精巣の組織病理学的異常所見

重篤度スコア、精細管直径には影響は認められなかった。 
また、メラミン 30、140、700mg/kg/day を８週齢から３日間経口投与した雄 Kunming マウス

への影響(最終投与５日後)が検討されている。その結果として、30mg/kg/day 以上のばく露群で

セルトリ細胞中のビメンチンフィラメント相対発現量の低値、形態異常精子率の高値、

140mg/kg/day のばく露群で血清中テストステロン濃度の高値、700mg/kg/day のばく露群で精巣

中生殖細胞のアポトーシス重篤度スコアの高値が認められた。なお、増加体重、血清中尿素窒

素濃度、血清中クレアチニン濃度、精巣絶対及び相対重量、精巣上体絶対及び相対重量、腎臓

絶対及び相対重量、精巣の組織病理学的異常所見重篤度スコア、精巣上体の組織病理学的異常

所見重篤度スコア、精細管直径には影響は認められなかった。 
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想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 
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